
の
継
承
や
情
報
発
信
を
続
け
て
い
る
「
高

度
映
像
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、
今
年
、
岩

手
県
の
大
震
災
に
お
け
る
心
の
復
興
事
業

に
参
画
し
、「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
け
せ
ん
」

を
立
ち
上
げ
て
気
仙
地
域
を
支
援
す
る
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
体
育
館
で
は
婦
人
会
が
担

当
す
る
福
祉
バ
ザ
ー
や
茶
席
も
設
け
ら
れ
、

来
場
者
は
茶
の
作
法
を
学
び
な
が
ら
静
か

に
一
服
い
た
だ
き
伝
統
文
化
に
浸
っ
て
い

た
。最

終
日
（

日
）
の
舞
台
部
門
に
は
、

17

保
育
園
児
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
ま

で
、
団
体
、
個
人
含
め
て

の
演
目
に

13

ご
出
演
い
た
だ
い
た
。
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
、
保
育
園
児
、
小
中
学
生
の
演
舞

に
は
、
ご
家
族
み
ん
な
が
駆
け
つ
け
、

可
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
に
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
た
。
熟
練
の
踊
り
手
に
対
し

て
も
、
そ
の
熱
演
に
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
思
い
出
に

残
る
す
ば
ら
し
い
文
化
祭
に
な
っ
た
。

こ
れ
も
作
品
を
出
品
さ
れ
た
方
、
舞
台

に
出
演
さ
れ
た
方
は
も
と
よ
り
、
会
場

の
設
営
か
ら
後
片
付
け
ま
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
の
お
陰
と
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

末
崎
町
運
動
会
の
成
績

総

合

優

勝

碁
石
地
域

準
優
勝

峰
岸
地
域

３

位

西
舘
地
域

リ
レ
ー

１

位

平
地
域

２

位

西
舘
地
域

３

位

峰
岸
地
域

★
末
崎
体
育
協
会
主
催
秋
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
成
績

末
崎
体
育
協
会
主
催
秋
季
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、

月

日

10

20

（
日
）
、
小
細
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
で

名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

26

れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

小
松
多
喜
男

打
60

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

準
優
勝

佐
々
木
英
一

打
61

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

位

澤
下

隆

打

3

62

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

１

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

12

7
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

12

11

（水）
10

12

月

日

時~

時

12

25

（水）
10

12

会

場ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催末
崎
地
区
公
民
館

講

師鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物花

器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先鈴

木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

金)

ま
で
に
連
絡
を
お

11

29
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
（
第

回
）
末
崎
町
民

24

文
化
祭
は
、

月

日
か
ら

日
ま
で

11

15

17

日
間
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
と
末
崎

3中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
は
展
示
部

門
、
末
崎
中
学
校
体
育
館
で
は
、
舞
台

部
門
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
展

示
部
門
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、
7
5

点
。
保
育
園
児
の
貼
り
絵
、
小
中
学

9生
の
絵
画
、
書
道
作
品
、
工
作
、
手
芸

か
ら
一
般
の
絵
画
、
写
真
、
書
道
作
品
、

生
け
花
、
陶
芸
、
手
芸
、
服
飾
、
竹
細

工
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
絵
等
、
す
ば

ら
し
い
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
絵
画
、

陶
芸
は
進
化
が
感
じ
ら
れ
た
。
今
年
特

記
す
べ
き
は
、
素
晴
ら
し
い
吊
る
し
雛

が
沢
山
出
品
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
作

者
は
「
求
め
る
色
合
い
の
ち
り
め
ん
（
布

地
）
を
集
め
る
」
の
が
一
番
大
変
で
あ

る
と
話
し
て
い
た
が
、
数
々
の
色
あ
で

や
か
な
吊
る
し
雛
に
皆
圧
倒
さ
れ
て
い

た
。ま

た
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館

の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
公
民

館
け
せ
ん
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、

月

日

11

3

に
行
わ
れ
た
熊
野
神
社
の
式
年
大
祭
や
気

仙
・
末
崎
の
自
然
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
し
た

映
像
が
流
さ
れ
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め

て
い
た
。
震
災
後
か
ら
末
崎
の
伝
統
文
化

 

末崎町の石碑・祠・神社(28)
観音様について ～ その 5

(5) 末崎町内の観世音菩薩等 ～ その 2
③ 観世音石碑(大船渡市史第五巻Ｐ 268、)
所在地 末崎町字内田(長源寺境内)
建立年月日 弘化 4年 8月日(1847)
大きさ 27cm× 67 cm
表面 弘化四丁未年

梵字 観 世 音
八月吉祥晨

左側面 細浦世話人 鶴松、
佐四郎

右側面 牡鹿郡石巻世話人
佐籐喜八

同郡同町湊、
小畑昌行 判

説明 自然石に刻字。現在確認
できないが、おそらく今回
の東日本大震災で倒された
ままになっている、旧道長
源寺上り口の右側の石碑群
の中の一つと思われます。
市史には写真も載っていま
す。(紀)

大船渡市史に載っている観世音石碑

旧道長源寺上り口右側、津波で倒されたままの石碑

神
坂
に
鎮
座
す
る
熊
野
神
社
（
宮
﨑

和
貴
宮
司
）
の
式
年
大
祭
は
、

月
11

3

日
、
催
行
さ
れ
た
。
こ
の
大
祭
は

年
4

に

度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
大
震
災

1
後

度
目
で
あ
る
。
平
地
域
の
は
し
ご

2
虎
舞
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
祭
組

8

が
参
加
し
て
、
し
き
た
り
に
沿
っ
て
伝

統
の
祭
り
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

祭
り
に
参
加
し
た
船
河
原
、
峰
岸
、

細
浦
、
神
坂
、
中
野
、
小
細
浦
、
平
、

小
田
の
祭
組
は
、
早
朝
、
各
地
域
公
民

館
か
ら
行
列
を
組
ん
で
繰
り
出
し
、
神

社
境
内
に
集
合
。

順
次
、
神
社
前
で
各
祭
組
の
虎
舞
や
権

現
様
、
手
踊
り
を
奉
納
し
た
。
そ
の
後

神
社
境
内
で
、
笛
や
太
鼓
な
ど
の
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
各
祭
組
の
虎
舞
や
権
現

様
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
手
踊
り
が
披

露
さ
れ
た
。
特
に
も
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
祭
り
の
最

大
の
呼
び
物
で
あ
る
「
平
組
の
は
し
ご

虎
舞
」
は
、
高
さ

メ
ー
ト
ル
の
は
し

16

ご
の
上
で
、
軽
や
か
に
し
て
し
な
や
か

に
演
舞
す
る
才
坊
振
り
と
虎
舞
の
舞
手

に
、
歓
声
と
感
動
の
拍
手
が
沸
き
起
こ

っ
た
。

大
祭
で
復
興
の
ま
ち
に
ぎ
わ
う

思
い
出
に
残
る
町
民
文
化
祭

引
き
続
き
、
神
輿
渡
御
行
列
は
神
輿

を
中
心
に
、
お
供
が
そ
れ
ぞ
れ
の
装

束
を
身
に
ま
と
い
、
神
社
を
出
発
。

御
幸
所
は
内
田
地
内
に
震
災
後
、
市

が
整
備
し
た
多
目
的
広
場
「
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
細
浦
」
。
到
着
後
神
事
を

執
り
行
い
、
昼
食
を
と
っ
た
後
、
同

広
場
で

祭
組
に
よ
る
虎
舞
や
手
踊

8

り
の
披
露
が
行
わ
れ
、
多
く
の
見
物

客
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

そ
の
後
再
び
行
列
を
組
ん
で
熊
野
神

社
に
帰
還
し
、
神
事
を
も
っ
て
祭
典

の
一
切
を
終
了
し
た
。

祭
り
は
、
多
く
の
人
々
と
の
交
流

の
場
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
日
だ
け
の

祭
り
だ
が
、
色
々
な
人
と
の
出
会
い

が
り
、
そ
こ
か
ら
よ
り
良
い
人
間
関

係
が
生
ま
れ
、
支
え
合
う
関
係
へ
と

発
展
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
祭
り
は
地
域

に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
存
在

な
の
で
あ
る
。

★
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

手
づ
く
り
だ
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
で
立
派

日

時
月

日

時
受
付
開
始

12

8

（日）
9

作
業
タ
イ
ム

時

分
～

時

9

15

12

場

所ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催末
崎
地
区
公
民
館

☎

-29
2
9
5
5

主

管ど
こ
竹

武
蔵
野
三
鷹

@

末
崎
グ
ル
ー
プ
代
表

村
上
正
吉

材
料
準
備
数

個
分
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

50な
く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
早
め
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

参
加
料材

料
代
と
し
て

個

円

1

3
0
0

（

世
帯

個
ま
で
）

1

2

★
訂
正

月
館
報
に
掲
載
し
た
町
民
運
動

10会
の
成
績
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
、
あ
ら
た
め
て
掲

載
し
ま
す
。
関
係
の
皆
様
に
は
大

変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第３００号

令和元年１１月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


